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大
分
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
六
号　
　

大
分
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
大
分
県
宿
泊
税
条
例
（
令
和
八
年
大
分
県
条
例
第
三
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
宿
泊
料
金
）

第
二
条　

条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
金
額
は
、
宿
泊
者
が
宿
泊
施
設
の
宿
泊
に
関
し
て
支
払

う
べ
き
金
額
（
当
該
宿
泊
に
対
す
る
補
助
金
、
助
成
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
宿
泊
者
以

外
の
者
か
ら
当
該
宿
泊
に
関
し
て
当
該
宿
泊
施
設
に
支
払
う
べ
き
金
額
を
含
む
。
）
か
ら
次
に
掲
げ
る
額

を
除
い
た
金
額
と
す
る
。

一　

宿
泊
に
伴
い
提
供
さ
れ
る
飲
食
、
遊
興
、
施
設
（
客
室
を
除
く
。
）
の
利
用
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
行
為
の
対
価
に
相
当
す
る
額

二　

消
費
税
、
地
方
消
費
税
そ
の
他
の
税
に
相
当
す
る
額

三　

立
替
金
そ
の
他
宿
泊
の
対
価
と
し
て
の
性
格
を
有
し
な
い
も
の
に
相
当
す
る
額

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
大
分
県
税
事
務
所
長
が
認
め
る
も

の
に
相
当
す
る
額

　

（
課
税
免
除
の
対
象
と
な
る
教
育
活
動
）

第
三
条　

条
例
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
教
育
活
動
は
、
学
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
を
い
う
。

一　

幼
稚
園　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
公
示
す
る
幼
稚
園
教
育
要
領
に
お
け
る
宿
泊

を
伴
う
行
事

二　

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校　

施
行
規
則
に
基
づ
き
文
部

科
学
大
臣
が
公
示
す
る
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
宿
泊
を
伴
う
行
事

三　

特
別
支
援
学
校　

施
行
規
則
に
基
づ
き
文
部
科
学
大
臣
が
公
示
す
る
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
教
育
要

領
及
び
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
宿
泊
を
伴
う
行
事

四　

高
等
専
門
学
校　

高
等
専
門
学
校
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
六
年
文
部
省
令
第
二
十
三
号
）
に
定
め
る

教
育
課
程
の
編
成
に
基
づ
く
宿
泊
を
伴
う
行
事

２　

条
例
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
行
事
は
、
施
設
全
体
又
は
三
月
三
十
一
日
に
お
け
る

年
齢
で
区
分
し
た
集
団
ご
と
で
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　

（
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
の
指
定
等
の
通
知
）

第
四
条　

大
分
県
税
事
務
所
長
は
、
条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
宿
泊
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
を
指

定
し
た
と
き
は
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
指
定
通
知
書
（
第
一
号
様
式
）
に
よ
り
、
そ
の
指
定
を
取
り
消

し
た
と
き
は
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
指
定
取
消
通
知
書
（
第
二
号
様
式
）
に
よ
り
、
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

　

（
特
別
徴
収
義
務
者
の
登
録
申
請
等
）

第
五
条　

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
登
録
申
請
書
（
第
三
号

様
式
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

大
分
県
税
事
務
所
長
は
、
条
例
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
義
務
者
の
登
録
を
し
た
と
き

は
、
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
登
録
通
知
書
（
第
四
号
様
式
）
に
よ
り
、
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

条
例
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
様
式
は
、
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
証
票
（
第
五
号

様
式
）
と
す
る
。

４　

条
例
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
第

六
号
様
式
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

条
例
第
七
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
宿
泊
税
経
営
休
止
・
再
開
・
廃
止
届

出
書
（
第
七
号
様
式
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
証
票
を
亡
失
し
た
場
合
の
措
置
）

第
六
条　

条
例
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
証
票
を
亡
失
し
た
と
き

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

令

和

八

年

号
　
外

十
月
二
十
一
日

（　水 曜 日　）

六
九

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一

毎
週
　
火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
　 

発
行
人
　
大
　
分
　
県
　
　
編
集
　
い
づ
み
印
刷
株
式
会
社

（
定
価
　
一
箇
年
　
三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

（ ）



は
、
遅
滞
な
く
、
宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
証
票
亡
失
届
兼
再
交
付
申
請
書
（
第
八
号
様
式
）
を
大
分
県

税
事
務
所
長
に
提
出
し
、
証
票
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
申
告
の
方
法
）

第
七
条　

条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
宿
泊
税
の
申
告
は
、
宿
泊
税
納
入
申
告
書
（
第
九
号
様
式
）

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

前
項
の
申
告
書
は
、
宿
泊
施
設
ご
と
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
分
県
税
事
務
所
長

が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

（
申
告
期
限
の
特
例
の
要
件
）

第
八
条　

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
。

一　

次
条
第
一
項
の
申
請
書
を
提
出
し
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す

る
月
の
前
十
二
月
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
件
適
用
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
宿
泊
税
の

徴
収
す
べ
き
金
額
の
合
計
額
が
三
百
六
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二　

申
請
日
の
十
二
月
前
の
月
の
初
日
ま
で
に
、
宿
泊
施
設
の
経
営
を
開
始
し
、
か
つ
、
条
例
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

三　

条
例
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
取
消
し
の
日

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

四　

要
件
適
用
期
間
に
お
い
て
、
宿
泊
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
、
不
申
告
加
算
金
又
は
重
加
算
金
の

決
定
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
宿
泊
税
の
申
告
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

五　

要
件
適
用
期
間
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
義
務
者
が
県
税
に
係
る
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

六　

特
別
徴
収
義
務
者
の
財
産
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
か
ら
宿
泊
税
の
徴
収
の
確
保
に
支
障
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

　

（
申
告
期
限
の
特
例
の
申
請
等
）

第
九
条　

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
開

始
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
々
月
の
末
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
宿
泊
税
申
告
納
入
期
限

特
例
適
用
者
指
定
申
請
書
（
第
十
号
様
式
）
を
大
分
県
税
事
務
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

特
別
徴
収
義
務
者
の
住
所
又
は
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
名
称

二　

宿
泊
施
設
の
所
在
地
及
び
名
称

三　

経
営
開
始
年
月
日

四　

条
例
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
取
消
年
月

日
五　

前
条
第
一
号
に
規
定
す
る
宿
泊
税
の
徴
収
す
べ
き
金
額
の
合
計
額

六　

宿
泊
税
に
係
る
過
少
申
告
加
算
金
、
不
申
告
加
算
金
又
は
重
加
算
金
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
決
定
年
月
日

七　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
大
分
県
税
事
務
所
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２　

大
分
県
税
事
務
所
長
は
前
項
の
指
定
を
し
た
と
き
、
又
は
前
項
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と

き
は
、
宿
泊
税
申
告
納
入
期
限
特
例
適
用
者
指
定
等
通
知
書
（
第
十
一
号
様
式
）
に
よ
り
、
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

３　

大
分
県
税
事
務
所
長
は
、
条
例
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
宿
泊

税
申
告
納
入
期
限
特
例
適
用
者
指
定
等
通
知
書
（
第
十
一
号
様
式
）
に
よ
り
、
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

条
例
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
に
お
け
る
同
条
第
二
項
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
前

　

条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
の
申
請
書
を
提
出
し
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
日
」
と
い

う
。
）
の
属
す
る
月
の
前
十
二
月
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
件
適
用
期
間
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
要
件
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
月
の
属
す
る
年
の
前
々
年
十
二
月
か
ら
前
年
十

一
月
ま
で
の
間
」
と
、
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
要
件
適
用
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
要
件
に
該
当
す

る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
月
の
属
す
る
年
の
前
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
」
と
す
る
。

　

（
徴
収
不
能
額
等
の
還
付
又
は
納
入
義
務
の
免
除
の
申
請
等
）

第
十
条　

条
例
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
様
式
は
、
宿
泊
税
徴
収
不
能
額
等
の
還
付
（
納

入
義
務
の
免
除
）
申
請
書
（
第
十
二
号
様
式
）
と
す
る
。

２　

大
分
県
税
事
務
所
長
は
、
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
う
と
き
は
、
宿
泊
税
徴
収
不

能
額
等
の
還
付
（
納
入
義
務
の
免
除
）
通
知
書
（
第
十
三
号
様
式
）
に
よ
り
、
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
納
税
管
理
人
の
承
認
等
に
係
る
手
続
）

第
十
一
条　

条
例
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
告
書
は
宿
泊
税
納
税
管
理
人

申
告
書
（
第
十
四
号
様
式
）
と
し
、
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
は
宿
泊
税
納
税
管
理
人
承
認
申

請
書
（
第
十
五
号
様
式
）
と
す
る
。

２　

条
例
第
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
様
式
は
、
宿
泊
税
納
税
管
理
人
選
定
免
除
認
定
申
請

書
（
第
十
六
号
様
式
）
と
す
る
。

　

（
関
係
帳
簿
等
の
電
磁
的
記
録
に
よ
る
保
存
等
）

第
十
二
条　

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
を

も
っ
て
当
該
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要

件
（
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
次
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及

び
保
存
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の

備
付
け
及
び
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
に
併
せ
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
関

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二



係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
（
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
情
報
の
入
力
、
蓄
積
、
編

集
、
加
工
、
修
正
、
更
新
、
検
索
、
消
去
、
出
力
又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
処
理
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
電
子
計
算
機
に
対
す
る
指

令
で
あ
っ
て
、
一
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
第
五
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
す
る
場
合
に
は
イ
及
び
ロ
に

掲
げ
る
書
類
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
を
他
の
者
（
当
該
電
子
計

算
機
処
理
に
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
す
る
者
を
除
く
。
）
に
委
託
し

て
い
る
場
合
に
は
ハ
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
も
の
と
す
る
。
）
の
備
付
け
を
行
う
こ
と
。

イ　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス
テ
ム
（
電
子
計
算
機
処
理
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

ロ　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
際
し
て
作
成
し
た
書
類

ハ　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス
テ
ム
の
操
作
説
明
書

ニ　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
並
び
に
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け

及
び
保
存
に
関
す
る
事
務
手
続
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
（
当
該
電
子
計
算
機
処
理
を
他
の
者
に
委
託

し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
委
託
に
係
る
契
約
書
並
び
に
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備

付
け
及
び
保
存
に
関
す
る
事
務
手
続
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
）

二　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
を
す
る
場
所
に
当
該
電
磁
的
記
録
の
電
子

計
算
機
処
理
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
計
算
機
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
及
び
プ
リ

ン
タ
並
び
に
こ
れ
ら
の
操
作
説
明
書
を
備
え
付
け
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
画
面
及
び

書
面
に
、
整
然
と
し
た
形
式
及
び
明
瞭
な
状
態
で
、
速
や
か
に
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
。

三　

地
方
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
提
示
又
は
提
出
の
要

求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

２　

前
項
の
「
特
定
要
件
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
特
別
徴
収
義
務
者
が
地
方
税
に
関
す
る
法
令
の
規

定
に
よ
る
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
第
三
号
（
ロ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
を

い
う
。

一　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
子
計
算
機
処
理
に
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス

テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
。

イ　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
事
実
及
び
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
を
そ
の
業
務
の
処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
を
経
過
し
た

後
に
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
と
関
連
関
係
帳
簿
（
当
該
関
係
帳
簿
に
関
連
す
る

関
係
帳
簿
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
記
録
事
項
（
当
該
関
連
関
係
帳
簿
が
、
条
例

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
関
連
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
を
も

　

っ
て
当
該
関
連
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代
え
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
条
例
第
十
三
条
第
一
項

若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
当
該
電
磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機

出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
連
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代
え
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
又
は
当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
記
録
事
項
）
と
の
間
に
お
い
て
、
相
互
に
そ
の
関
連
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
。

三　

当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
の
検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
（
次
に
掲
げ

る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

イ　

取
引
年
月
日
、
取
引
金
額
及
び
取
引
先
（
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
「
記
録
項
目
」
と
い
う
。
）
を
検

索
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ　

日
付
又
は
金
額
に
係
る
記
録
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
を
指
定
し
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

ハ　

二
以
上
の
任
意
の
記
録
項
目
を
組
み
合
わ
せ
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

３　

第
一
項
の
規
定
は
、
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を

も
っ
て
当
該
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
特
定
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け

及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
の
検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
（
取
引
年

月
日
そ
の
他
の
日
付
を
検
索
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
及
び
そ
の
範
囲
を
指
定
し
て
条
件
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
を
確
保
し
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４　

条
例
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
装
置
は
、
ス
キ
ャ
ナ
と
す
る
。

５　

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
書

類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
地

方
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
当
該
電
磁
的
記
録
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
第
五
号
（
ロ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
要
件
を
除

く
。
）
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
入
力
す
る
こ
と
。

イ　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
を
そ
の
作
成
又
は
受
領
後
、
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

ロ　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
を
そ
の
業
務
の
処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
を
経
過
し
た

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

三



後
、
速
や
か
に
行
う
こ
と
（
当
該
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
入
力
ま
で
の
各
事
務
の
処

理
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
。

二　

前
号
の
入
力
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲

げ
る
方
法
に
よ
り
当
該
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
を
入
力
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
を
満
た
す
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る

こ
と
。

イ　

ス
キ
ャ
ナ
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

⑴　

解
像
度
が
、
日
本
産
業
規
格
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二

十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
産
業
規
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
Ｚ
六
〇
一
六
附
属
書
Ａ
の
Ａ

　

・
一
・
二
に
規
定
す
る
一
般
文
書
の
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
時
の
解
像
度
で
あ
る
二
十
五
・
四
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
当
た
り
二
百
ド
ッ
ト
以
上
で
読
み
取
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵　

赤
色
、
緑
色
及
び
青
色
の
階
調
が
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五
十
六
階
調
以
上
で
読
み
取
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

ロ　

当
該
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
後
、
速
や
か
に
一
の
入
力
単
位
ご
と
の
電
磁
的
記
録
の
記
録
事

項
に
総
務
大
臣
が
認
定
す
る
時
刻
認
証
業
務
（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
に
タ
イ
ム
ス
タ
ン

プ
を
付
与
す
る
役
務
を
提
供
す
る
業
務
を
い
う
。
）
に
係
る
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
（
次
に
掲
げ
る
要
件

を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
以
下
「
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
」
と
い
う
。
）
を
付
す
こ
と
（
当
該
関
係
書
類

の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
ま
で
の
各
事
務
の
処
理
に
関
す
る
規
程
を
定

め
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
の
処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
を
経
過
し
た
後
、
速
や
か
に

当
該
記
録
事
項
に
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
こ
と
。
）
。

⑴　

当
該
記
録
事
項
が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
関
係
書
類
の
保
存
期
間
（
条
例

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

期
間
を
い
う
。
）
を
通
じ
、
当
該
業
務
を
行
う
者
に
対
し
て
確
認
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

⑵　

任
意
の
期
間
を
指
定
し
、
当
該
期
間
内
に
付
し
た
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
検

証
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ハ　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

⑴　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
事
実
及
び
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

⑵　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
。

三　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
と
当
該
関
係
書
類
に
関
連
す
る
関
係
帳
簿
の
記
録

事
項
（
当
該
関
係
帳
簿
が
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記

録
の
備
付
け
及
び
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代
え
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は

条
例
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
当
該
電
磁

的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及

び
保
存
に
代
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
又
は
当
該
電
子
計
算
機
出
力

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
記
録
事
項
）
と
の
間
に
お
い
て
、
相
互
に
そ
の
関
連
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

四　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
場
所
に
当
該
電
磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
処
理

の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
計
算
機
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
映
像
面
の
最
大
径
が
三
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
及
び
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
並
び
に
こ
れ
ら
の
操
作
説
明
書
を
備

え
付
け
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
画
面
及
び
書
面
に
、
次
の
よ
う
な
状
態
で
速

や
か
に
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

イ　

整
然
と
し
た
形
式
で
あ
る
こ
と
。

ロ　

当
該
関
係
書
類
と
同
程
度
に
明
瞭
で
あ
る
こ
と
。

ハ　

拡
大
又
は
縮
小
し
て
出
力
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

ニ　

知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
三
〇
五
に
規
定
す
る
四
ポ
イ
ン
ト
の
大

き
さ
の
文
字
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五　

当
該
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
の
検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
（
次
に
掲
げ

る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

イ　

取
引
年
月
日
そ
の
他
の
日
付
、
取
引
金
額
及
び
取
引
先
（
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
「
記
録
項
目
」
と

い
う
。
）
を
検
索
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ　

日
付
又
は
金
額
に
係
る
記
録
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
を
指
定
し
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

ハ　

二
以
上
の
任
意
の
記
録
項
目
を
組
み
合
わ
せ
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

六　

第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録

の
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
当
該
電
磁
的
記
録

の
保
存
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６　

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
書

類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
当
該
関
係
書
類
の
う
ち
知
事
が
別
に
定
め
る
書
類

（
以
下
こ
の
項
及
び
第
八
項
に
お
い
て
「
一
般
書
類
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
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記
録
に
記
録
す
る
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的

記
録
の
保
存
に
併
せ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
作
成
及
び
保
存
に
関
す
る
事
務
の
手
続
を
明
ら
か
に
し
た
書

類
（
当
該
事
務
の
責
任
者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
備
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該

一
般
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
イ
⑵
中
「
赤
色
、
緑
色
及
び
青
色
の
階
調
が
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は

「
白
色
か
ら
黒
色
ま
で
の
階
調
が
」
と
、
同
号
ロ
中
「
又
は
受
領
後
、
速
や
か
に
」
と
あ
る
の
は
「
若
し

く
は
受
領
後
速
や
か
に
、
又
は
当
該
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
、
」
と
、
「
、
速
や
か
に

当
該
」
と
あ
る
の
は
「
速
や
か
に
、
又
は
当
該
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
、
当
該
」
と
、

同
項
第
四
号
中
「
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
と
あ
る
の
は
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
と
、
「
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

タ
」
と
あ
る
の
は
「
プ
リ
ン
タ
」
と
す
る
。

７　

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
が
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
前
三
項

の
規
定
に
従
っ
て
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し

た
場
合
に
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
当
該
事
情
が
生
じ
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
三
項
の
規
定
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記

録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８　

条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
書

類
の
保
存
に
代
え
て
い
る
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
当
該
関
係
書
類
の
う
ち
当
該
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え

る
日
（
第
二
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
前
に
作
成
又
は
受
領
を
し
た
関
係
書
類
（
一
般
書
類

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
過
去
分
重
要
書
類
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁

的
記
録
に
記
録
す
る
場
合
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
記
録
す
る
事
項
に
係
る
過
去
分
重
要
書
類
の

種
類
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
（
以
下
「
適
用
届
出
書
」
と
い
う
。
）
を
、
知
事
に
提

出
し
た
と
き
（
従
前
に
お
い
て
当
該
過
去
分
重
要
書
類
と
同
一
の
種
類
の
書
類
に
係
る
適
用
届
出
書
を
知

事
に
提
出
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
は
、
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電

磁
的
記
録
の
保
存
に
併
せ
て
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
作
成
及
び
保
存
に
関
す
る
事
務
の
手
続
を
明
ら
か
に

し
た
書
類
（
当
該
事
務
の
責
任
者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
備
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
当
該
過
去
分
重
要
書
類
（
県
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
の
作
成
又
は

受
領
後
、
速
や
か
に
」
と
あ
る
の
は
「
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
、
」
と
、
「
こ
と
（
当
該
関
係
書

類
の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
ま
で
の
各
事
務
の
処
理
に
関
す
る
規
程
を
定
め

て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
の
処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
を
経
過
し
た
後
、
速
や
か
に
当
該
記

録
事
項
に
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
こ
と
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
こ
と
」
と
す
る
。

一　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及

び
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
若
し
く

は
居
所
又
は
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二　

基
準
日

三　

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

９　

前
項
の
規
定
に
よ
り
過
去
分
重
要
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
が
、
災

害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
前
項
の
規
定
に
従
っ
て
当
該
電

磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
情
が
生
じ
な

か
っ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
前
項
の
規
定
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記

録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

10　

条
例
第
十
二
条
第
三
項
後
段
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
要
件
は
、
同
項
後
段
の
関
係
書
類
に
係
る
電

磁
的
記
録
に
つ
い
て
、
当
該
関
係
書
類
の
保
存
場
所
に
、
条
例
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
関

係
書
類
の
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
間
、
保
存
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　

（
関
係
帳
簿
等
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
等
）

第
十
三
条　

条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
当
該
電

磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及

び
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該
特
別
徴
収

義
務
者
が
次
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
当
該
電
磁
的
記
録

の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
第
三
号

に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
及
び
次
に
掲
げ
る
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
当
該
電

磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
に
併
せ
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
備
付
け
を
行

う
こ
と
。

イ　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
及
び
保
存
に
関
す
る
事
務
手
続
を
明
ら
か
に

し
た
書
類

ロ　

次
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
書
類

⑴　

特
別
徴
収
義
務
者
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
法
人
の
関
係
帳
簿
の
保
存
に
関

す
る
事
務
の
責
任
者
で
あ
る
者
）
の
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
が
真
正
に
出
力
さ
れ
、

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
作
成
さ
れ
た
旨
を
証
す
る
記
載
及
び
そ
の
氏
名

⑵　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
責
任
者
の
氏
名
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（
同
項
第
二
号
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
従
っ
て
」
と
、
「
及
び
次
に
」
と
あ
る
の

は
「
並
び
に
次
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４　

条
例
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代

え
て
い
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
当
該
関
係
帳
簿
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁

的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
て
い
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
当
該
関
係
書
類
の

全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
保
存
期
間
（
条
例
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係

帳
簿
又
は
関
係
書
類
の
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
間
を
い
う
。
）
の
全
期
間

（
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
代
え

よ
う
と
す
る
日
以
後
の
期
間
に
限
る
。
）
に
つ
き
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を

も
っ
て
こ
れ
ら
の
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
場
合
と
す
る
。

５　

第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
条
例
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
帳
簿
又
は
関
係
書
類
に

係
る
電
磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
帳
簿
又
は

関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
当
該
関
係
帳
簿
又
は
関

係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

　

（
更
正
、
決
定
等
に
関
す
る
通
知
書
の
様
式
）

第
十
四
条　

条
例
第
十
五
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
様
式
は
、
宿
泊
税
更
正
・
決
定
・
加
算
金
決
定
通

知
書
兼
納
入
・
納
付
通
知
書
（
第
十
七
号
様
式
）
と
す
る
。

　

（
賦
課
徴
収
）

第
十
五
条　

宿
泊
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
大
分
県
税
条
例
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
六
十
八
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
県
税
規
則
」
と
い
う
。
）

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２　

こ
の
規
則
に
定
め
る
様
式
の
ほ
か
、
大
分
県
税
事
務
所
長
は
、
宿
泊
税
の
賦
課
徴
収
に
係
る
文
書
の
様

式
に
つ
い
て
、
県
税
規
則
に
定
め
る
様
式
に
必
要
な
調
整
を
加
え
た
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
五
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
準
備
行
為
）

２　

条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
並
び
に
登
録
の
申
請
、
登
録
及
び
証

票
の
交
付
並
び
に
納
税
管
理
人
の
申
告
、
申
請
及
び
承
認
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

⑶　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
年
月
日

二　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
を
す
る
場
所
に
、
日
本
産
業
規
格
Ｂ
七
一
八
六

に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
ダ
プ
リ
ン
タ
及
び
そ
の
操
作
説
明
書
を
備
え
付

け
、
当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
内
容
を
当
該
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
リ
ー
ダ
プ
リ
ン

タ
の
画
面
及
び
書
面
に
、
整
然
と
し
た
形
式
及
び
明
瞭
な
状
態
で
、
速
や
か
に
出
力
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

２　

前
項
の
「
特
定
要
件
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
い
う
。

一　

前
条
第
二
項
に
定
め
る
要
件

二　

前
項
第
一
号
ロ
⑴
の
電
磁
的
記
録
に
、
前
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る
事
実
及
び
内
容

に
係
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

三　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
に
併
せ
て
、
関
係
帳
簿
の
種
類
及
び
取
引
年
月

日
そ
の
他
の
日
付
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
索
引
簿
の
備
付
け
を
行
う
こ
と
。

四　

当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ご
と
の
記
録
事
項
の
索
引
を
当
該
索
引
に
係
る
電
子
計

算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
出
力
し
て
お
く
こ
と
。

五　

当
該
関
係
帳
簿
の
保
存
期
間
（
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
帳
簿
の
保
存
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
間
を
い
う
。
）
の
初
日
か
ら
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
宿
泊
税
の

納
入
期
限
後
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
、
当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
に

併
せ
て
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件
（
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
地

方
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
同
号
（
ロ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に

掲
げ
る
要
件
を
除
く
。
）
に
従
っ
て
当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
係
る
電
磁
的
記
録

の
保
存
を
し
、
又
は
当
該
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
記
録
事
項
の
検
索
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
機
能
（
同
号
に
規
定
す
る
機
能
（
当
該
特
別
徴
収
義
務
者
が
地
方
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に

よ
る
当
該
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
場
合
に
は
、
同
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
機
能
）
に
相
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
確

保
し
て
お
く
こ
と
。

３　

第
一
項
の
規
定
は
、
条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
電
子
計

算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
当
該
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
特
別

徴
収
義
務
者
の
当
該
電
磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
保
存
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
一
項
第
一
号
及

び
第
三
号
」
と
、
「
特
定
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
要
件

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

六



日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
第
四
条
、
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
十
一
条
第
一
項

の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
経
過
措
置
）

３　

施
行
日
か
ら
令
和
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
一
号
中
「
十
二
月
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
件
適
用
期
間
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
三
月
間
」
と
、
「
三
百
六
十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
九
十
万
円
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
、
宿
泊
施
設

の
経
営
を
開
始
し
、
か
つ
、
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
宿
泊
施

設
の
経
営
を
開
始
し
、
か
つ
、
令
和
九
年
六
月
一
日
ま
で
に
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の

申
請
」
と
、
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
要
件
適
用
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
日
の
属
す
る
月
の
前

十
二
月
間
」
と
す
る
。

4　

施
行
日
か
ら
令
和
十
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
九
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
要
件
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
月
の
属
す
る
年
の
前
々
年
十
二
月
か
ら
前

年
十
一
月
ま
で
の
間
」
と
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
九
年
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
」
と
、
「
三
百
六

十
万
円
」
と
あ
る
の
は
「
百
八
十
万
円
」
と
」
と
す
る
。

　

（
大
分
県
宿
泊
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
の
一
部
改
正
）

５　

大
分
県
宿
泊
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
（
令
和
八
年
大
分
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

本
則
中
「
の
施
行
期
日
は
、
令
和
九
年
六
月
一
日
」
を
「
（
第
十
六
条
を
除
く
。
）
の
施
行
期
日
は
令

和
九
年
六
月
一
日
と
し
、
同
条
例
第
十
六
条
の
施
行
期
日
は
令
和
八
年
十
月
二
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
1
号
様
式
(第

4
条
関
係
) 

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

指
定

通
知

書
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

 
 
住

所

又
は
所
在
地
 

 
 

 
 
氏

名

又
は

名
称

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 
 
印
 

大
分
県
宿
泊
税
条
例
第
6
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
宿
泊
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
指

定
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
 

特別徴収義務者 

住
所

 

（
所
在
地
）
 

 
 

氏
 

 
名

 
（

名
称

及
び

 

代
表

者
の

氏
名

）
 

 

 
 

施  設
 

所
在

地
 

 
 

名
称

 
 

備
考

（
理

由
等

）
 

 

注
 

こ
の

処
分

に
つ

い
て

不
服

が
あ

る
場

合
は

、
こ

の
通

知
書

を
受

け
取

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し

て
3
箇
月
以
内
に
、
大
分
県
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
審
査
請
求
書
は
、
正

副

2
通
を
な
る
べ
く
当
県
税
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
)
。
 

 
 
 
な
お
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6

箇
月
以
内
に
、
大
分
県
を
被
告
と
し
て
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
箇
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

七



第
2
号

様
式

(第
4
条

関
係

) 

宿
泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
指
定
取
消
通
知
書
 

第
 

 
 

 
 

 
 

 
 

号
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 

 
印

 

 
大

分
県

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

の
指

定
に

つ
い

て
は

、
次

の
理

由
に

よ
り

取
り

消
し

ま
す

。
 

施   設 

所
在

地
 

 

名
称

 

 

指
定

取
消

年
月

日
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
 

指
定

取
消

の
理

由
 

 

 
注

 
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、
こ

の
通

知
書

を
受

け
取
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て

3
箇

月
以

内
に
、

大
分

県
知

事
に

対
し

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す
(
審

査
請

求
書

は
、

正
副
2

通
を

な
る

べ
く

当
県

税
事

務
所

を
経

由
し

て
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

)
。
 

 
 

 
な

お
、

こ
の

処
分

に
つ

い
て

は
、

こ
の

処
分

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

6

箇
月

以
内

に
、
大

分
県

を
被

告
と

し
て

、
処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
審

査
請

求
を

し
た

場
合

に
は

、
当

該
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
が

あ
っ

た
こ

と
を

知
っ

た
日

の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

6
箇

月
以

内
に

、
処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 

第
3
号

様
式

(第
5
条

関
係

) 

 

※処理事項
 

施
 

設
 

番
 

号
 

 
 

登
録

年
月

日
 

年
 

 
月

 
 

日
 

電
算

入
力

年
月

日
 

年
 

 
月

 
 

日
 

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

登
録

申
請

書
 

年
 
 
 
 

月
 
 
 
 
日
 

 
 
大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 
殿
 

 
 

住
所

 
 

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

 

又
は

名
称
 

 

個
人

番
号

又
は

 

法
人

番
号

 
(
右
詰
で
記
載
)
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 
大
分
県
宿

泊
税
条
例
第
7
条

第
1
項
の
規

定
に
よ
り
、

下
記

の
と
お
り

特
別

徴
収
義
務

者
と

し
て
の
登

録
を

申
請
し
ま

す
。

 

施
設

の
 

許
可

・
届

出
 

住
所

 

又
は

所
在

地
 

（
〒
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 

）
 

 

ふ
り
が
な

 
 
 

氏
名

（
名

称
及

び
 

代
表

者
の

氏
名

）
 

 
 

種
別

 
☐
 
旅
館

・
ホ
テ

ル
 
 
 

 
 
☐

 
簡
易
宿

所
 

 
 

 
 
☐

 
住
宅

宿
泊
事
業

 

許
可

・
届

出
 

年
月

日
 

年
 
 

月
 
 
日

 
許
可
・
届

出
 

番
号

 
 

登
録

申
請

者
と

届
出

名
義

人

と
の

関
係

 
 

施
 
 
設

 

所
在

地
 

（
〒
 
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 

）
 

電
話
（
 

 
 

）
 
―

 

ふ
り
が
な

 
 

名
称

 
 

概
要

 
客
室
数

 
室
 

収
容
人
数

 
名
 

経
営

開
始

（
予

定
）

年
月

日
 

年
 
 
 

 
月
 

 
 
 

日
 

住
宅

宿
泊

事

業
に

お
け

る

管
理

業
者

 

管
理

業
者

の
有

無
 

有
 
 
 

 
・
 

 
 
 

無
 

住
所

 

又
は

所
在

地
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
電
話
(
 
 

 
 

)
 
 
―

 

氏
名

（
名

称
及

び
 

代
表

者
の

氏
名

）
 

 

共
同

事
業

者
 

共
同

事
業

者
の

有
無

 
有
 
 
 

 
・
 

 
 
 

無
 

住
所

 

又
は

所
在

地
 

 

電
話
(
 
 
 

 
)
 
 
―
 

 
 
 

 
 

 

氏
名

（
名

称
及

び
 

代
表

者
の

氏
名

）
 

 

特
別
徴
収

 

義
務
者

 

報
償
金
受

取

口
座
情
報

 

銀行等 

金
融

機
関

名
 

銀
行

・
労

働
金

庫
 

信
用

金
庫

・
信

用
組

合
 

農
協

・
漁

協
 

本
店

営
業

部
 

支
店

・
出

張
所

 

本
所

・
支

所
 

代
理

店
 

口
座

種
別

 
普

通
 
・

 
当

座
 
・

 
（

 
 

 
 

 
）

 
口

座
番

号
 

 
 

 
 

 
 

 

口
座

名
義

人
 

（
カ

ナ
）
 

 

ゆうちょ

銀行 

通
帳

記
号

 
 

 
 

 
０
 

口
座

番
号
 

 
 

 
 

 
 

 
 

口
座

名
義

人
 

（
カ

ナ
）
 

 

書
類

送
付

先
 

住
所

 
 

電
話
(
 
 
 

 
)
 
 
―
 

 
 
 

 
 

 

ふ
り
が
な

 
 

氏
名

 

（
法

人
名

）
 

 

e
-
m
ai
l
( 

 
  
 
  
  
 
 
  

 
  
 
 @

 
  
  
 
 
  
 
  
 
)
 

１
 
複
数
の
宿
泊
施
設
を
有
す
る
場
合
は
、
施
設
ご
と
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

２
 
※
印
欄
は
記
載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

３
 
「
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
」
欄
に
は
、
個
人
番
号
(行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
2条

 
   

 第
5項

に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
)
又
は
法
人
番
号
(
同
条
第
16
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
)
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
個
人
番
号
の
記
 

載
は
任
意
で
す
。
)
。
 

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

八



第
4
号

様
式

(第
5
条

関
係

) 

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

登
録

通
知

書
 

第
 

 
 

 
 

 
 

 
 

号
 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 

 
印

 

 
大

分
県

宿
泊

税
条

例
第

7条
第

3
項

の
規
定

に
よ

り
、
特

別
徴

収
義

務
者

と
し

て
、

次
の

と
お

り
登

録
し

た
の

で
通

知
し

ま
す

。
 

特別徴収義務者 

住
所

又
は

 

所
在

地
 

 

氏
名

又
は

 

名
称

 

 

施   設 

所
在

地
 

 

名
称

 

 

施
設

番
号

 
 

 

第
5号

様
式

（
第

5条
関

係
）

 

 

大
分

県
 

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

証
票

 
 

大
分

県
宿

泊
税

条
例

に
定

め
る

特
別

徴
収

義
務

者
で

あ
る

こ
と

を
証

す
る

。
 

 
大

 分
 県

  
   

AA
ccccoo

mm
mm

oo
dd
aa
ttiioo

nn
  TT

aaxx
    

SS
pp
eecciiaa

ll  CC
oo
lllleeccttiioo

nn
  AA

gg
eenn

tt  CC
eerrttiiffiiccaattee  

 
Verified as a special collecting agent as written in the O

ita 
Prefectural G

overnm
ent Accom

m
odation Tax O

rdinance. 
   

O
ita Prefectural G

overnm
ent    

施
設

番
号

  
 

 
Facility N

um
ber 

 
 

 

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

九



第
6
号

様
式

(第
5
条

関
係

) 

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

登
録

事
項

変
更

届
出

書
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 
殿

 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 

氏
名

又
は

名
称

 
 

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

 

(
右

詰
で

記
載
) 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
大

分
県

宿
泊

税
条

例
第

7条
第

6
項

の
規
定

に
よ

り
、
下
記

の
と

お
り

特
別

徴
収

義
務

者
の

登
録

の
変

更

を
届

け
出

ま
す

。
 

施
 

設
 

所
 

在
 

地
 

電
話
(
 
 
 

)
 

 
 
 

―
 
 
 

 
 

 

名
 

称
 

 

施
設

番
号

 
 

変
 

更
 

事
 

項
 

 

 

変
更

前
 

変
更

後
 

特別徴収 

義務者

 

住
所

 
又

は
所

在
地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 

 

代
表

者
の

氏
名

 
 

 

施 設 

所
在

地
 
 

 

名
称
 
 

 

そ
の

他
 

 

※
変

更
と
な

る
項
目
及

び
そ

の
内

容
を

（
報

償
金

受
取

口
座

の
情

報
等

）

記
載

し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
 

変
更

年
月

日
 

年
 

 
月

 
 

日
 

注
１

　
「

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

」
欄

に
は

、
個

人
番

号
(
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

　
　

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

第
2
条

第
5
項

に
規

定
す

る
個

人
番

号
を

い
う

。
)
又
は

法
人

　
　

番
号

(
同

条
第

1
6
項

に
規

定
す

る
法

人
番

号
を

い
う

。
)
 
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

（
個

人
番

号
の

記

　
　

載
は

任
意

で
す

。
)
。

　
２

　
変

更
内

容
が

確
認

で
き

る
書

類
を

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。
 

第
7
号

様
式

(第
5
条

関
係

) 

宿
泊

税
経

営
休

止
・

再
開

・
廃

止
届

出
書

 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 

殿
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

 

(
右

詰
で

記
載
) 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
大

分
県

宿
泊

税
条

例
第

7条
第

7
項

か
ら
第

9
項

ま
で

の
規

定
に

よ
り

、
次

の
と

お
り

届
け

出
ま

す
。

 

施
 

設
 

所
在

地
 

 
 

 

電
話
( 

 
 
 

)
 
 
 

―
 
 
 
 
 

名
 

称
 

 

施
設

番
号
 

 

届
出

区
分

 
１

 
休

止
 

 
 

 
 

２
 

再
開

 
 

 
 

 
３

 
廃

止
 

休
止

期
間

 
年

 
 

月
 

 
日

 
 
 
か
ら
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 
ま

で
 

再
開

年
月

日
 

年
 

 
月

 
 

日
 

廃
止

年
月

日
 

年
 

 
月

 
 

日
 

休
止

又
は

 

廃
止

の
理

由
 

 

注
１
  「

個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
」
欄
に
は
、
個
人
番
号
(
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
5
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
)
又
は
法
人
番
号

(
同

条
第

1
6
項

に
規

定
す

る
法

人
番

号
を

い
う

。
)
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

（
個

人
番

号
の

記
載

は
任

意
で
す
。
)
。
 

 
２

 
廃

止
の

場
合

は
、

旅
館

業
法

又
は

住
宅

宿
泊

事
業

法
の

規
定

に
よ

る
廃

止
届

の
写

し
と

交
付

し
た

宿

泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
証
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
〇



第
8
号
様
式
(第

6
条
関
係
) 宿

泊
税
特
別
徴
収
義
務
者
証
票
亡
失
届
兼
再
交
付
申
請
書
 

年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

 
 
大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 
殿
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称
 

 

個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
 

(
右
詰
で
記
載
) 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
宿
泊

税
特

別
徴
収

義
務

者
証
票

を
亡

失
し
た

た
め

、
大
分

県
宿

泊
税
条

例
施

行
規
則

第
6
条

の
規
定
に

よ
り
、
再
交
付
を
申
請
し
ま
す
。
 

施
 
設
 

所
在

地
 

 
 

 

電
話
( 

 
 
 

)
 
 
 

―
 
 
 
 
 

名
 

称
 

 

施
設

番
号
 

 

注
 
「
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
」
欄
に
は
、
個
人
番
号
(
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
5
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
)
又
は
法
人
番
号
(
同
条
第
1

6
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
)
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
個
人
番
号
の
記
載
は
任
意
で
す
。
)
。
 

 

※
2 

※
2 

第
9
号

様
式

(第
7
条

関
係

) 

宿
泊

税
納

入
申

告
書

 

      １
 

※
印
欄

は
記
載
し

な
い

で
く

だ
さ
い
。
 

２
 

※
2
欄

は
、

申
告
納

入
期

限
特

例
の
適
用

を
受

け
て

い
る
場
合

（
3ヶ

月
に
1
度
の
申

告
の

場
合

）
に
記
載

し
て

く
だ

さ
い
。
 

３
 

課
税
対

象
及
び
課

税
免
除
の

宿
泊
数

が
宿

泊
年

月
日
ご
と

に
記

入
さ

れ
た
書
類

（
「
宿

泊
税
月

計
表
」

等
を

添
付

し
て
く
だ

さ
い
。
）

 

４
 

申
告
す

べ
き
宿
泊

税
額

が
０

円
の
場
合

も
申

告
書

を
提
出
し

て
く

だ
さ

い
。
 

５
 

「
個
人

番
号
又
は

法
人

番
号

」
欄
に
は

、
個

人
番

号
(
行

政
手

続
に

お
け

る
特
定
の

個
人

を
識

別
す
る
た

め
の

番
号

の
利
用
等

に
関

す
る

法
律
第
2条

第
5項

 

に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。)又

は
法
人
番
号
(同

条
第
16項

に
規
定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。)を

記
載
し
て
く
だ
さ
い

（
個
人
番
号
の
記
載

は
任

意
で
す
。)。

 

 
受

付
印

 
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

※処理事項 

施
設

番
号

 
 
 

 
 

通
信

日
付

 
確

認
印

 
精

査
検

算
 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 

殿
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

特別徴収義務者 

氏
名

又
は

名
称

 
 

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

  
  

 
 

  
 
 

  
  

 
 

  
 
 

  
  

  
 
(
右

詰
で

記
載
) 

住
所

又
は

所
在

地
  

 

担
当

者
の

氏
名

 
電

話
(
 

 
 
 

)
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 

施  設 

ふ
り

が
な

 
 

名
称

 
 

所
在

地
 

 

施
設

番
号

 
 

宿
 
泊
 
月
 

区
 
 
 
分
 

宿
泊
数
 

税
 
率
 

税
 
 
 
額
 

年
   

月
分
 

１
人
１
泊
５
千
円
未
満
 

 
1
00

円
 

円
 

１
人
１
泊
５
千
円
以
上
２
万
円
未
満
 

 
2
00

円
 

 

１
人
１
泊
２
万
円
以
上

10
万
円
未
満
 

 
5
00

円
 

 

１
人
１
泊

10
万
円
以
上
 

 
2
000

円
 

 

小
 
 
計
 

 
 

 

課
税
免
除
 

 
 

 

年
   

月
分
 

１
人
１
泊
５
千
円
未
満
 

 
1
00

円
 

円
 

１
人
１
泊
５
千
円
以
上
２
万
円
未
満
 

 
2
00

円
 

 

１
人
１
泊
２
万
円
以
上

10
万
円
未
満
 

 
5
00

円
 

 

１
人
１
泊

10
万
円
以
上
 

 
2
000

円
 

 

小
 
 
計
 

 
 

 

課
税
免
除
 

 
 

 

年
   

月
分
 

１
人
１
泊
５
千
円
未
満
 

 
1
00

円
 

円
 

１
人
１
泊
５
千
円
以
上
２
万
円
未
満
 

 
2
00

円
 

 

１
人
１
泊
２
万
円
以
上

10
万
円
未
満
 

 
5
00

円
 

 

１
人
１
泊

10
万
円
以
上
 

 
2
000

円
 

 

小
 
 
計
 

 
 

 

課
税
免
除
 

 
 

 

合
 
 
計
 

 
 

 

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一
一



第
1
0
号
様
式
(第

9
条
関
係
) 

宿
泊
税
申
告
納
入
期
限
特
例
適
用
者
指
定
申
請
書
 

年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

 
 
大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 
殿
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称
 

 

個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
 

(
右
詰
で
記
載
) 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
大
分
県
宿
泊
税
条
例
第
8条

第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
及
び
納
入
期
限
の
特
例

を
受
け
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。
 

施
 
設
 

所
 

在
 

地
 

 
 

電
話
( 

 
 
 

)
 
 
 

―
 
 
 
 
 

名
 

称
 

 

施
設

番
号
 

 

経
 
営
 
開
 
始
 
年
 
月
 
日
 

年
 
 
月
 
 
日
 

宿
泊

税
特

別
徴

収
義

務
者

 

登
録

申
請

書
の

提
出

年
月

日
 

年
 
 
月
 
 
日
 

大
分

県
宿

泊
税

条
例

第
8
条

第
4
項

の
規

定
に

よ
る

指
定

の
取
消
 

有
 
・
 
無
 

取
消

年
月

日
 

年
 
 
月
 
 日

  

申
請
日
の
属
す
る
月
前
1
2
か
月
間
の
宿
泊
税
の
 

徴
収
す
べ
き
金
額
の
合
計
額
 

円
  

宿
泊

税
に

係
る

過
少

申
告

加
算

金
、

不
申

告
加

算
金

又
は

重
加

算
金

の
決

定
 

（
※

申
請
月

前
1
2か

月
間

に
係
る

も
の
）
 

有
 
・
 
無
 

決
定

年
月

日
 

年
 
 
月
 
 日

  

県
税

に
係

る
徴

収
金

の
滞

納
 

（
※

申
請
月

前
1
2か

月
間

に
係
る

も
の
）
 

有
 
・
 
無
 

 
 

 
注
 
「
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
」
欄
に
は
、
個
人
番
号
(
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
5項

に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
)
又
は
法
人

番
号

(
同

条
第

1
6
項

に
規

定
す

る
法

人
番

号
を

い
う

。
)
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

（
個

人
番

号
の

記
載

は
任
意
で
す
。
)
。
 

第
1
1
号
様
式
(第

9
条
関
係
) 

宿
泊
税
申
告
納
入
期
限
特
例
適
用
者
指
定
等
通
知
書
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

 
 
住

所

又
は
所
在
地

 
 
 

 
 
氏

名

又
は

名
称

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 
 
印
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
申
請
さ
れ
た
、
宿
泊
税
納
入
申
告
書
の
提
出
期
限
及
び
納
入
期
限
の
特

例
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
定
・
不
指
定
・
取
消
し
と
し
ま
し
た
の
で
、
大
分
県
宿
泊
税
条
例
施
行
規

則
第
9
条
第
2項

又
は
第
3
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。
 

特別徴収義務者 

住
所

又
は

 

所
在

地
 

 

氏
名

又
は

 

名
称

 

 

施   設 

所
在

地
 

 

名
称

 
 

施
設

番
号

 
 

処
分

の
内

容
 

 
 

１
 
指
定
し
ま
す
 

 
 
 

 
年
 
 
月
分
（
 
 
 
月
末
日
納
期
分
）
に
係
る
申
告
か
ら
適
用
し
ま
す
。
 

  ２
 
不
指
定
と
し
ま
す
。
 

 
（
理
由
）
 

３
 
指
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
 

 
（
理
由
）
 

 
注

 
こ

の
処

分
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

通
知

書
を

受
け

取
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
3
箇
月
以
内
に
、
大
分
県
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
審
査
請
求
書
は
、
正

副

2
通
を
な
る
べ
く
当
県
税
事
務
所
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
)
。
 

 
 
 
な
お
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6

箇
月
以
内
に
、
大
分
県
を
被
告
と
し
て
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
箇
月
以
内
に
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

令
和
八
年
十
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第
1
2
号

様
式
(第

1
0
条

関
係
) 

宿
泊

税
徴

収
不

能
額

等
の

還
付

（
納

入
義

務
の

免
除

）
申

請
書

 

年
 

 
 

 
月

 
 

 
 

日
 

 
 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 
殿

 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

 

(
右

詰
で

記
載
) 

 
  

  
  

  
  

 
 

  
  

  
  

  
  

  

 
 

 
 

年
 

 
 

月
分

の
宿

泊
税

額
に

つ
い

て
、

大
分

県
宿

泊
税

条
例

第
9
条
第
2
項

の
規

定
に

よ
り

、

下
記

の
と

お
り

還
付

（
納

入
義

務
の

免
除

）
を

申
請

し
ま

す
。

 

施設 

所
在

地
 

 

名
称

 
 

施
設

番
号

 
 

還
付

又
は

納
入

義
務

の
免

除
の

別
 

還
付
・
納

入
義
務
の
免

除
 

課
税

標
準

と
な

る
宿

泊
数

 

及
び

 

納
入

す
べ

き
税

額
 

税
率

1
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

2
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

5
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

2
,
0
0
0
円
 

泊
 

円
 

納
入

す
べ

き
税

額
（

ア
）

 
円

 

（
ア
）
の
う
ち
既
に
納
入
し
た
税
額
 

税
率

1
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

2
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

5
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

2
,
0
0
0
円
 

泊
 

円
 

納
 

入
 

年
 

月
 

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 

日
 
 

還
付

又
は

納
入

義
務

の
免

除
を

受

け
よ
う
と
す
る
宿
泊
数
 

及
び
 

還
付

又
は

納
入

義
務

の
免

除
を

受
け

よ
う
と
す
る
税
額
 

税
率

1
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

2
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

5
0
0
円
 

泊
 

円
 

税
率

2
,
0
0
0
円
 

泊
 

円
 

還
付
又
は
納
入
義
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
額
の
総
額
 

円
 

還
付
又
は
納
入
義
務
の
免
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
理
由
 

 

そ
の

他
参

考
と

な
る

事
由

 
 

 
注

 
「

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

」
欄

に
は

、
個

人
番

号
(
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

第
2
条

第
5項

に
規

定
す

る
個

人
番

号
を

い
う

。
)
又
は

法
人

番
号

(
同

条
第

1
6
項

に
規

定
す

る
法

人
番

号
を

い
う

。
)
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

（
個

人
番

号
の

記
載

は
任

意
で

す
。

)
。

 

第
1
3
号
様
式
(第

1
0
条
関
係
) 

宿
泊

税
徴

収
不

能
額

等
の

還
付

（
納

入
義

務
の

免
除

）
通

知
書

 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日
 

 
 
住

所

又
は
所
在
地
 

 
 

 
 
氏

名

又
は

名
称

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
 

大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 
 
印
 

  
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
申
請
さ
れ
た
、
宿
泊
税
徴
収
不
能
額
等
の
還
付
（
納
入
義
務
の
免
除
）

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
の
で
、
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
大
分
県
宿
泊
税
条
例
第
9条

第
3
項
の

規
定
に
よ
り
、
還
付
を
受
け
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
還
付
す

べ
き
額
を
充
当
し
ま
す
。 

 

施   設 

所
在

地
 

 

名
称

 
 

施
設

番
号

 
 

決
定

 

・
還
付
し
ま
す
。
 

・
納
入
義
務
を
免
除
し
ま
す
。
 

・
還
付
（
納
入
義
務
の
免
除
）
を
し
ま
せ
ん
。
 

算
 
定
 
の
 
基
 
礎
 

申
 
請
 
月
 

還
付

（
免
除

）
申

請
税

額
 

還
付

（
免
除

）
決

定
税

額
 

摘
 
 
要
 

年
 
月
分
 
 

 
 

備
考
（
理
由
等
）
 

 
注
 
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
箇
月
以
内
に
、

大
分
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
審
査
請
求
書
は
、
正
副
2
通
を
な
る
べ
く
当
県
税
事
務
所

を
経
由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
)
。
 

 
 
 
な
お
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
箇
月

以
内
に
、
大
分
県
を
被
告
と
し
て
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
に

は
、
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
る
こ
と
な
く
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
 
(
1
)
 
審
査
請
求
が
あ
っ
た
日
か
ら
3
箇
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。
 

 
 
(
2
)
 
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
。
 

 
 
(
3
)
 
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。
 

令
和
八
年
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日
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第
1
4
号

様
式
(第

1
1
条

関
係
) 

 

宿
泊

税
納

税
管

理
人

申
告

書
 

  

年
 

 
月

 
 

日
 

   
 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 
殿

 

  

特
別

徴
収

義
務

者
 

 
 

 
 

 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 
 

 

氏
名

又
は

名
称

 
 

 

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 (右

詰
で

記
載
) 

電
話

番
号
 
 

 

施
設

番
号
 
 

   
 

宿
泊

税
に

係
る

納
税

に
関

す
る

一
切

の
事

項
を

処
理

さ
せ

る
た

め
、

下
記

の
者

を
納

税
管

理
人

に
定

め
ま

し
た

の
で

、
大

分
県

宿
泊

税
条

例
第

1
0
条

第
1
項
の

規
定

に
よ

り
申

告
し

ま
す

。
 

   
 
納

税
管

理
人
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 

 

電
話

番
号

 
 

 

    
 

納
税

管
理

人
と

な
る

こ
と

を
承

諾
し

ま
し

た
。

 

   
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

   

氏
名

又
は

名
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
注

 
「

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

」
欄

に
は

、
個

人
番

号
(
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

第
2
条

第
5項

に
規

定
す

る
個

人
番

号
を

い
う

。
)
又
は

法
人

番
号

(
同

条
第
1
6
項

に
規

定
す

る
法

人
番

号
を

い
う

。
)
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い
（

個
人

番
号

の
記

載
は

任
意

で
す

。
)
。

 

第
1
5
号
様
式
(第

1
1
条

関
係
) 

 

宿
泊

税
納

税
管

理
人

承
認

申
請

書
 

 

年
 
 
月
 
 
日
 

  
 
大
分
県
大
分
県
税
事
務
所
長
 

殿
 

  

特
別
徴
収
義
務
者
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 
 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 
 

個
人
番

号
又

は
法

人
番

号
 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 (
右
詰

で
記

載
) 

電
話

番
号

 
 
 

施
設

番
号

 
 

   
 

宿
泊

税
に

係
る

納
税

に
関

す
る

一
切

の
事

項
を

処
理

さ
せ

る
た

め
、

下
記

の
者

を
納

税
管

理
人

に
定

め
た
い
の
で
、
大
分
県
宿
泊
税
条
例
第
10

条
第
1
項
の
規

定
に

よ
り
申
請
し
ま
す
。
 

   
 
納
税
管
理
人
 

住
所

又
は

所
在

地
 

 
 

氏
名

又
は

名
称

 
 
 

電
話

番
号

 
 
 

   
 
納
税
管
理
人
と
な
る
こ
と
を
承
諾
し
ま
し
た
。
 

  
 
 
 
 

 
年
 
 

月
 

 
日

 

 

氏
名
又
は
名
称
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
注
 
「
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
」
欄
に
は
、
個
人
番
号
(
行
政
手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
5項

に
規
定

す
る

個
人

番
号

を
い

う
。

)
又
は
法
人

番
号
(
同
条
第
1
6
項
に

規
定
す
る

法
人

番
号

を
い

う
。
)
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
（
個

人
番

号
の

記
載

は

任
意
で
す
。
)
。
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第
1
6
号

様
式
(第

1
1
条

関
係
) 

 

宿
泊

税
納

税
管

理
人

選
定

免
除

認
定

申
請

書
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

  
 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 

殿
 

  

特
別

徴
収

義
務

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
所

又
は

所
在

地
 
 

 

氏
名

又
は

名
称

 
 

 

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 (
右

詰
で

記
載
) 

電
話

番
号

 
 

 

施
設

番
号

 
 

   
 

宿
泊

税
に

係
る

納
税

に
つ

い
て

、
納

税
管

理
人

を
定

め
る

こ
と

を
要

し
な

い
旨

の
認

定
を

受
け

た
い

の
で

、
大

分
県

宿
泊

税
条

例
第

1
0
条

第
3項

の
規

定
に

よ
り

申
請

し
ま

す
。

 

 

選
定

を

要
し

な

い
理

由
 

 

  
注

 
「

個
人

番
号

又
は

法
人

番
号

」
欄

に
は

、
個

人
番

号
(
行

政
手

続
に

お
け

る
特

定
の

個
人

を
識

別
す

る
た

め
の

番
号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律

第
2
条

第
5項

に
規

定
す

る
個

人
番

号
を

い
う

。
)
又
は

法
人

番
号

(
同

条
第
1
6
項

に
規

定
す

る
法

人
番

号
を

い
う

。
)
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い
（

個
人

番
号

の
記

載
は

任
意

で
す

。
)
。

 

第
1
7
号

様
式
(第

1
4
条

関
係
) 

宿
 
泊

 
税
  

更
正
 

決
定
 

加
算

金
決

定
 

通
知

書
兼
 
納

入
 

 
納

付
 
通

知
書

 

 

 
 

施
設

番
号

 
 

  
  

  
  

  
  

  
 

 
 

第
 

 
 

 
 

号
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〒
 

 
 

所
在

地
 

 
 

特
別

徴
収

義
務

者
 
 

 
 

 
様

 

大
分

県
大

分
県

税
事

務
所

長
 

印
 

 
 

下
記

の
と

お
り

、
 更

正
 

決
定

 し
た

の
で

通
知

し
ま

す
。

こ
の

通
知

書
に

よ
る

不
足

税
額

及
び

加
算

金
並

び
 

 
に

延
滞

金
額

は
、

 
 

年
 

 
月

 
 

日
ま

で
に

、
大

分
銀

行
、

県
収

納
代

理
金

融
機

関
、

県
税

事
務

 

 
所

に
 納

入
書

 
納

付
書

 に
よ

っ
て

 納
入

 
納

付
 し

て
く

だ
さ

い
。

 

  
 

調
査

に
よ

る
過

不
足

税
額

 
(
ア

) 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

円
 

 
 

過
少

申
告

加
算

金
 

(
イ

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円

 

 
 

不
申

告
加

算
金

 
(
ウ

)
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

円
 

 
 

重
加

算
金

 
(エ

)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

円
 

 
 

納
入

 
納

付
 す

べ
き

不
足

税
額

の
合

計
額
(
ア

)
＋
(
イ
)
＋

(
ウ
)
＋

(エ
) 

円
 

 
 

 
更

正
、

決
定

又
は

加
算

金
決

定
の

理
由

 

  
 

 
※

 
延

滞
金

は
、

注
2
に

よ
り

計
算

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
注

1
 

こ
の
更

正
、

決
定

又
は

加
算

金
決

定
に

つ
い

て
不

服
が

あ
る

場
合

は
、

こ
の

通
知

書
を

受
け

取
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
3
箇

月
以

内
に

、
知

事
に

対
し

審
査

請
求

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す
(
審

査
請

求
書

は
、

正
副

2
通

を
な

る
べ

く
当

県
税

事
務

所
を

経
由

し
て

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
)
。
 

 
 

 
 
な

お
、
こ

の
処

分
に

つ
い

て
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か

ら
起

算
し

て
6箇

月
以

内
に

、
大

分
県

を
被

告
と

し
て

、
処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
た

だ
し

、
次

の
場

合
に

は
、

審
査

請
求

の
裁

決
を

経
る

こ
と

な
く

、
処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 
 

 
(1
)
 
審

査
請

求
が

あ
っ

た
日

か
ら

3
箇

月
を

経
過

し
て

も
裁

決
が

な
い

と
き

。
 

(
2)

 
処

分
、
処

分
の

執
行

又
は

手
続

の
続

行
に

よ
り

生
ず

る
著

し
い

損
害

を
避

け
る

た
め

緊
急

の
 

必
要

が
あ

る
と

き
。

 

 
 

 
(3
)
 
そ

の
他

裁
決

を
経

な
い

こ
と

に
つ

き
正

当
な

理
由

が
あ

る
と

き
。

 

 
 

2
 

延
滞

金
は

、
申

告
納

入
期

限
の

翌
日

か
ら

納
入

の
日

ま
で

の
期

間
の

日
数

に
応

じ
、

税
額

(
1,

00
0
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

、
又

は
そ

の
全

額
が
2
,0

00
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数

金
額

又
は

そ
の

全
額

を
切

り
捨

て
る

。
)
に

年
1
4.

6
パ
ー

セ
ン

ト
(
こ
の

通
知

書
に

よ
る

納
期

限
ま

で

の
期

間
又

は
当

該
納

期
限

の
翌

日
か

ら
1月

を
経

過
す

る
ま

で
の

期
間

に
つ

い
て

は
、
年
7
.
3
パ
ー

セ

ン
ト

)
の

割
合

(
地

方
税

法
附

則
第

3
条

の
2
第

1
項

に
定

め
る

各
年

の
延

滞
金

特
例

基
準

割
合

が
年

7
.

3
パ

ー
セ

ン
ト
の

割
合

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

そ
の

年
中

に
お

い
て

は
、

同
条

の
割

合
)
を

乗
じ

て

計
算

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 
な

お
、

延
滞

金
額

に
1
00

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
、

又
は

そ
の

全
額

が
1
,0

00
円

未
満

で
あ

る

と
き

は
、

そ
の

端
数

金
額

又
は

そ
の

全
額

を
切

り
捨

て
て

く
だ

さ
い

。
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宿
 
泊
 
税
  

更
正
 

決
定
 

加
算

金
決

定
 
月
別
内
訳
書
 

 

施
設

番
号
 

 
 

区
分
 

 年
月

 

税
率
 

申
告
 

更
正
 

決
定
  
済
額
 

更
正
 

決
定
  
額
 

差
引
過
不
足
額
 

加
算
金
決
定
額
 

課
税
標
準
 

（
宿
泊
数
）

（
宿
泊
数
）

 
税
額
 

課
税
標
準
 

 

税
額
 

課
税
標
準
 

(
宿
泊
数
）

 

税
額
 
区
分
 
％
 

金
額
 

・
 

1
00

円
 

円
 

 
 

円
 

 
 

円
 

 
 

 
 

円
 

2
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
,0
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
 

1
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
,0
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
 

1
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
,0
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
 

1
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
,0
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
 

1
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
,0
00

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
1
 
加
算
金
決
定
の
区
分
欄
の
「
少
」
は
過
少
申
告
加
算
金
、
「
不
」
は
不
申
告
加
算
金
、
「
重
」
は
重
加

算
金
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

 
2
 
加
算
金
決
定
の
内
容
が
過
少
申
告
加
算
金
の
場
合
の
加
算
金
決
定
額
は
、
更
正
に
よ
り
不
足
す
る
税

額
(
加

算
金

決
定

の
基

礎
と

な
っ

た
更

正
前

に
更

正
が

あ
っ

た
場

合
は

、
そ

の
更

正
に

よ
る

不
足

税
額

の
合

計
額

)
が

、
提

出
期

限
ま

で
に

提
出

さ
れ

た
申

告
書

に
係

る
税

額
と

5
0
万

円
の

い
ず

れ
か

多
い

金

額
を

超
え

る
と

き
は

、
当

該
超

え
る

部
分

に
相

当
す

る
金

額
(
今

回
決

定
し

た
加

算
金

の
算

出
の

基
礎

と
な
る
税
額
の
更
正
に
よ
る
不
足
税
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
。
)
に
5
％
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
が
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
3
 
加
算
金
決
定
の
内
容
が
不
申
告
加
算
金
の
場
合
の
加
算
金
決
定
額
は
、
決
定
又
は
更
正
等
に
よ
り
納

入
す

べ
き

税
額

(
加

算
金

決
定

の
基

礎
と

な
っ

た
更

正
前

に
な

さ
れ

た
提

出
期

限
後

の
申

告
又

は
決

定

等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
に
よ
る
納
入
す
べ
き
税
額
の
合
計
額
)が

5
0
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
当

該
超

え
る

部
分

に
相

当
す

る
金

額
(
今

回
決

定
し

た
加

算
金

の
算

出
の

基
礎

と
な

る
税

額
の

決
定

又
は

更
正
等
に
よ
り
納
入
す
べ
き
税
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
。
)
に
5
％
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
が

加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
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